
村上・岩船地域自立支援協議会で取り組んでいる部会を紹介します！！

～村上・岩船地域自立支援協議会 事務局～

◎村上市障がい者基幹相談支援センター 新潟県村上市三之町１番１号 ☎０２５４－７５－５８３０

◎関川村役場 健康福祉課 新潟県岩船郡関川村大字下関 912 ☎０２５４－６４－１４７２

◎粟島浦村役場 保健福祉課 新潟県粟島浦村字日ノ見山１５１３ー１１ ☎０２５４ー５５ー２１１１

◎関川村社会福祉協議会 新潟県岩船郡関川村大字上関１２４４ー１ ☎０２５４ー６４ー１４００

〈委員の方々のご紹介・リレートーク〉

今回は「村上市手をつなぐ育成会会長 佐野一彦さん」です。

～手をつなぐ育成会の活動を通して～

令和４年度から「村上市手をつなぐ育成会」の会長を引継ぎ、この「村上・岩船自立支援協議会」の委員を

拝命致しました佐野一彦と申します。

「村上市手をつなぐ育成会」は、知的障がいがある子どもたちの幸せと福祉の向上を願って活動している保

護者の団体です。私がまだ現職で 30代の昭和60年ころ、村上市の市民会館（瀬波）で育成会の県大会が開

かれ、駐車場係の仕事をお手伝いしたことがあります。県内から多くの会員が集い、活発に活動がなされてい

たことを記憶しています。

近年、会員の減少と高齢化が課題となっています。さらにこの 3年はコロナ禍の影響が重なり、活動自体が

中止や縮小をよぎなくされてきました。村上市では今年も波を繰り返しながらのコロナ感染の拡大があり、8

月には豪雨災害に見舞われるという事態もありました。しかし、このような中でも「村上市手をつなぐ育成会」

では、縮小はしましたが、3年ぶりに会員が参加しての総会を開くことができました。みんなで協力してきれ

いにした海岸清掃のボランティア活動、市の職員をお招きして防災・避難について学んだ講演会、楽しく演奏

を聴いたりフラダンスに親しんだクリスマスパーティー、新たな年の出発を祝った各地区の新年会など、計画

した事業も無事実施できました。本当に良かったなあと実感できることがたくさんありました。

また、会員に活動方針にかかわってのアンケート等を依頼し、出てきた意見や質問について関係機関から回

答いただいたことを資料という形で会員に配付しました。参考にしていただけると思っています。イベントば

かりが活動ではありません。会員に必要と思われる情報をお届けすることも大切な活動だと考えます。当育成

会としては大きな課題を抱えてはおりますが、今後とも子どもたちや現在加入している会員に寄り添った活動

となるよう工夫を加えながら取り組んでいきたいと思っています。この一年は、来年度につながる意義ある一

年でした。

最後に、親亡き後のこと、就職のこと、グループホームのこと、金銭管理のこと、健康管理のこと、障がい

者差別のこと、・・・など、様々な心配や不安といった古くて新しい問題について簡単に答えは見つかりません

が、この「村上・岩船地域自立支援協議会」で行政、関係機関、保護者が一体となって取り組んでいることに

意を強くしております。障がいのある子どもたちの幸せのために、ぜひ来年度もよろしくお願い致します。

〈子ども部会〉

R5 年度版「ぱすのーと」を発行する予

定です。活用して将来に繋がるものとし

てぜひご活用いただければと思います。

放課後等デイサービスについては、支

援が必要なお子さんが適切な利用に繋

がるように基準作りを行い、今後対応し

ていきます。

医療的ケアの必要なお子さんの支援

に関しては、災害時などの対応について

も今後検討してしていきます。

〈相談支援部会〉

偶数月に開催（8月は豪雨災害のため

中止）し、相談支援体制整備のための

検討や課題の整理などを行いました。

今後も引き続き、各相談支援事業所

と連携し、個別ケースから見えてきた

地域課題の解決を通して相談支援体制

の一層の充実や相談支援専門員のスキ

ルアップ等これまで以上に取組を充実

させていきたいと思います。
〈権利擁護部会〉

令和４年９月２９日（木）マナボーテ村上にて、「障

害者差別解消法について」（講師：村上市福祉課 木

村静子課長）と、「こどもの権利と虐待防止について」

（講師：新潟市乳児院はるかぜ 一ノ瀬里絵子施設

長）の講演会を開催し、民生・児童委員関係者２０名、

障がいサービス事業所関係者２５名、計４５名の参加

がありました。

研修内容についてのアンケート集計結果から概ね

理解できたとの回答であり、当初の目的は達成された

ものと思われます。また、自由記載では、「権利擁護

部会での課題を、どの人にどのような内容で研修して

欲しいかを明確にした研修をお願いしたいもので

す。」や、「地域課題を解決することができる実効性の

あるものを望みます。」との意見が寄せられましたの

で、次年度の活動内容に反映させていきます。

〈暮らし部会〉

暮らし部会では、住み慣れた場所で安心して暮ら

しを送れるように、地域生活支援拠点等の整備につ

いて検討を行っております。親亡き後の生活や、家

族の病気や事故など緊急時に速やかに対応できる体

制を整えるために検討していきます。

〈就労支援部会〉

障がい者の就労支援について、雇用制度

や 就 労 支 援 サ ー ビ ス 等 の 情 報 誌

「STARTWORK」を引き続き発行に向けて準備

しております。また就職活動の中で、自動

車免許の取得が難しいことや公共交通機関

が不足している等の理由から、働く場所が

限られてしまっている声を受け、学校卒業

後の通勤環境の現状を把握し、課題の検討

を進めてまいります。

〈関川地区部会〉

関川村地区部会では、関川村での地域生活支援

拠点等の整備について検討を行っております。

障がい者の重度化・高齢化や「親亡き後」に備

えるとともに、障がい者等の生活を地域全体で支

える提供体制を構築するため、関川村の限りある

資源でできることを考えていきます。
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～このまちに住んで良かったと言える地域づくりを目指して～
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